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対応例①



対応例②

企業用





「認知症サポーター」って何をするの？


「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サポーター」です。


認知症サポーターとは、何かを特別にしなければならないというのではなく、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者のことです。自分のできる範囲で活動できればいいのです。たとえば、友人や家族にその知識を伝える、認知症になった人や家族の気持ちによりそう、など活動内容は人それぞれです。出来ることを出来る範囲で取り組むことが地域の大きな支えとなります。





　　　　　　　　　　★「認知症サポーター養成講座」って？　　


認知症の正しい理解・啓発のため、メイト（スタッフ）が出向いて講座を開催！


「認知症とは何か」「認知症の人にどのように接すれば良いか」などについて、寸劇や紙芝居を交えながらわかりやすく説明します。 





● 内 容 「認知症とは？」「認知症の人への接し方」の解説など 





● 時 間 １時間３０分 





● 対 象 認知症に関心のある方ならどなたでも 





※ 会場をご用意のうえ、５名以上でお申し込みください 


● 費 用 無 料 


※ 出前の可能な日時は、月～金曜日（平日）午前８時３０分～午後５時、 


土日祝日や時間外の開催については応相談。





講座修了者には、 サポーターの証を差し上げます！ 


　 �





お申込み・お問合せ


水口地域　甲賀市社協水口センター　TEL：76-3287　


土山地域　　　　〃　土山センター　TEL：66-2001　


甲賀地域　　　　〃　甲賀センター　TEL：88-2942　


甲南地域　　　　〃　甲南センター　TEL：86-6035　


信楽地域　　　　〃　信楽センター　TEL：82-8031　





お申込み・お問合せ


甲賀市社会福祉協議会


　水口地域福祉活動センター　　TEL　６２－８０８５　FAX　６３－２０２１


　土山地域福祉活動センター　　TEL　６６－２００１　FAX　６６－２００４


　甲賀地域福祉活動センター　　TEL　８８－２９４２　FAX　８８－５０９６


　甲南地域福祉活動センター　　TEL　８６－６０３５　FAX　８６－７２２６


　信楽地域福祉活動センター　　TEL　８２－８０３１　FAX　８２－１４８８





現在の日本の状況は？


85歳以上では4人に1人が認知症の症状があるといわれています。


たくさんの方が認知症になっておられ、自分の家の近所やお店などで、認知症の方と接する機会が増えます。





認知症の方はどんな症状が出るの？


普段の生活の中で少しずつできないことが増えていきます。


　例えば　・一度にたくさんのことを言われるとうまく処理ができなくなる


・今何時なのか、今日は何日なのか、季節等もわからなくなる


・道に迷ったり、家のトイレの場所がわからなくなったりする


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等があります。








認知症の方と接した時、自分はどう対応すればいいの？


正しい知識を持っていれば、少し手助けをするだけで


認知症の方とも仲良く暮らすことができます。


認知症サポーター養成講座で学んでみましょう！





○○商店の店長さんは常連客のAさんが認知症であると聞いた。


　　　↓


店長さんは、Aさんが支払いされる時、小銭がありそうだったのでトレーに小銭を出してもらい、Aさんの目の前で清算した。


↓


周りの方のサポートでAさんの不安をやわらげることができる。





○○商店の常連客のAさん。


　　　↓


Aさんは認知症で、買い物をする時どの小銭を出せばいいのかわからなくなってきたため、いつもお札で支払われる。


↓


○○商店の方は、財布が小銭でいっぱいになっているのに、小銭を出されないAさんのことが気になっている。





＜商店・企業用＞





□□会社の営業係はBさんが認知症であると聞いた。


　　　↓


見かけた時に、どこに行くのか挨拶ついでに優しく声をかけたら、Bさんは家に帰ると言っている。家と反対方向なので、それとなく話を合わせて、Bさんの家の方向に向かって歩くことにした。


↓


周りの方のサポートで、BさんだけでなくBさんの家族も安心することができる。





□□会社の営業係は街中を歩くことが多く、Bさんが歩いているのをよく見かける。


　　　↓


以前は挨拶を交わしていたのに、最近は声をかけても返事をしてもらえない。


↓


周りを気にせず歩いているように感じられるBさんの事が気になっている。








